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国指定天然記念物 生島樹林のシンポジウムの開催について 

 

 

１．趣 旨 

 生島樹林の天然記念物指定 100 周年を記念し、生島樹林の重要性、35年以

上にも及ぶ生島樹林の保全活動を紹介するとともに、他地域の事例等を踏ま

えながら、これから生島樹林をどう守り伝えていくか、その方策を考えま

す。 

 

 

２．内 容 

（1）主 催  赤穂市教育委員会 

     兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会 

 

（2）実施日  令和７年１月２６日（日）１３時～ 

 

（3）会 場  赤穂市民会館 大会議室（赤穂市加里屋中洲 3丁目 55番） 

 

（4）日 程 別紙のとおり 

 

（5）経 緯 生島樹林（赤穂市坂越所在）は、大正 13（1924）年 12 月９日 

 原始の状態を保つとして、照葉樹林として全国 3番目となる国

天然記念物に指定されました。島内は、現在も多様な植生が残

されていますが、特に昭和 60年代から今日までの地域住民に

よる保全活動によるところが大であります。 

 

（6）備 考 関連イベントとして、旧坂越浦会所にて同テーマの企画展を開 

  催します（会期：令和７年１月 8日～4 月 21 日）。 

  ※火曜日休館（祝日の場合は翌日休）、開館 10時～16時まで 

 

会 見 年 月 日 令和６年１２月２５日（水曜日） 

担 当 課 教育委員会文化財課 （担当者名：荒木） 

問い合わせ先 TEL：４３－６９６２ （内線：２３２６） FAX：４３－６８９５ 



国指定天然記念物 100 周年記念シンポジウム 

「国指定天然記念物 生島樹林を守り伝える」の実施について 

 

 

１ 趣 旨 

 生島樹林の天然記念物指定 100 周年を記念し、生島樹林の重要性、35 年以上にも及ぶ生島

樹林の保全活動の紹介を行うとともに、他地域の事例等を踏まえながら、これから生島樹林

をどう守り伝えていくか、その方策を考える。 

 

２ 主 催 

  赤穂市教育委員会 

  兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会 

 

３ 実施日 

  令和７年１月２６日（日） 

 

４ 開催場所 

  赤穂市民会館 大会議室 

 

５ シンポジウム日程 

  １２：３０  受付開始 

  １３：００  開会・挨拶 

  １３：０５～１４：２５ 

 基調講演 服部  保 （兵庫県立大学名誉教授） 

   「生島樹林の重要性と天然記念物の活用」 

  １４：２５～１４：３０  休 憩 

  １４：３０～１４：５０ 

 報  告 山田 裕司（兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会） 

   「天然記念物の保全活動と生島樹林の植生管理」 

  １４：５０～１５：００ 休 憩 

  １５：００～１６：４０ 

 パネルディスカッション「天然記念物・生島樹林をどう守り伝えていくか」 

   １５：００～１５：０５ 趣旨説明（服部 保） 

   １５：０５～１５：１５ 解説「天然記念物の保全・活用」浅見 佳世（常葉大学教授） 

   １５：１５～１５：２５ 解説「天然記念物の現状」上田 萌子（大阪公立大学准教授） 

   １５：２５～１６：３０ 討議 

     （パネリスト：服部・浅見・上田・山田・本市文化財課職員） 



   １６：３０～１６：４０ 質問タイム 

１６：４０ まとめ・閉会 

 

6 経緯 

 生島樹林（赤穂市坂越所在）は、大正 13（1924）年 12 月 9 日、原始の状態を保つとして、

照葉樹林としは全国３番目となる国天然記念物に指定された。島内は現在も多様な植生が残

されているが、特に昭和 60 年代から今日までの地域住民による保全活動によるところが大

であります。 

 

7 関連イベント 

   旧坂越浦会所にて、同テーマのパネル展（令和７年１月８日～４月２１日）を実施します。 
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「生島樹林の重要性と天然記念物の活用」　

　　　　　服部　 保 （兵庫県立大学名誉教授）

シンポジウム 「天然記念物・生島樹林をどう守り伝えていくか」　

報　　　　告 「天然記念物の保全活動と生島樹林の植生管理」

　　　　　山田裕司 （兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会）

13：00 開会
12：30 受付開始月年

　赤穂市坂越の「生島樹林」は原始の状態を保つ照葉樹林として、
大正 13（1924）年に国天然記念物に指定されました。
　このたび指定100周年を記念し、生島樹林の重要性そして 35年
以上にもおよぶ樹林の保全活動を紹介するとともに、これからど
う守り伝えていくか、他地域の事例をふまえながらその方策を考
えます。
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主催：赤穂市教育委員会・兵庫県みどりのヘリテージマネージャー会
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赤穂市民会館１階 大会議室

服部　 保 ・ 山田裕司

浅見佳世 （常葉大学環境防災研究科教授）

上田萌子 （大阪公立大学大学院農学研究科准教授）

荒木幸治 （赤穂市教育委員会文化財課文化財係長）
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生島は日本遺産の
構成文化財です。

お問合せは赤穂市教育委員会文化財課へ
（TEL 0791-43-6962　FAX　0791-43-6895）
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